
2008 年（平成 20年）６月 15日号第26号

厚生労働大臣許可　販売の職業紹介業
東京都渋谷区代々木1‐55‐14 セントヒルズ代々木803
Tel:03‐3378‐8718　Fax：03‐3379‐4015

E�������������������������

株式会社 ディック

ファッション販売のディック
婦人服・雑貨　販売スタッフ募集

American Business Creation, Inc.
代表取締役社長　長谷　善幸

東京都港区麻布台2‐3‐5　NOAビル15階
Tel:03‐3560‐7548　Fax：03‐3560‐7583

〒106‐0041

税理士法人アイ・タックス
代表社員　税理士

　　　　森脇　仁子

Tel:03‐5410‐7533　Fax：03‐5410‐7583
e-mail:moriwaki-hitoko@tkcnf.or.jp
URL:http://www.kaikeizin.ne.jp

〒150‐0001　東京都渋谷区神宮前1‐10‐11
　　　　　　ParkAxis明治神宮前701号

東京事務所

経営者の皆様を取り巻く
経営上の問題に的確に対応する
身近なパートナーです。

皆様に役立つ
質の高いサービスの提供を追及します。

（1）

奉
祝
事
業
に
協
賛
を

ア
カ
リ
の
杜
に

渋
谷
区
の
第
二
回
定
例
議
会

が
、
五
日
開
幕
し
た
。提
出
さ
れ

た
議
案
は
、「
渋
谷
区
子
ど
も
発

達
相
談
セ
ン
タ
ー
条
例
」
制
定

案
の
ほ
か
、
条
例
の
一
部
改
正

案
六
件
、
補
正
予
算
案
一
件
な

ど
計
一
六
件
。

初
日
の
本
会
議
で
は
、
桑
原

武
敏
区
長
が
ま
ず
冒
頭
発
言
に

お
い
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
（
通
称
「
長
寿
医
療
制
度
」）

に
つ
い
て
言
及
。
今
年
四
月
の

施
行
以
来
国
民
的
に
議
論
が
続

い
て
い
る
同
制
度
に
つ
い
て
、

「
導
入
に
至
る
ま
で
の
論
議
・

周
知
徹
底
と
も
に
不
十
分
だ
っ

た
た
め
に
、
渋
谷
区
民
の
生
活

に
も
混
乱
を
招
い
て
い
る
」
と

の
見
方
を
示
し
た
。

続
く
代
表
質
問
で
も
、
自
民

党
の
中
谷
琢
也
氏
に
答
え
る
形

で
、
区
長
は
再
び
同
制
度
に
言

及
。新
制
度
に
お
け
る
保
険
料

徴
収
方
法
が
、
原
則
年
金
か
ら

の
天
引
き
と
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
基
本
自
治
体
た
る
渋
谷

区
で
は
、
被
保
険
者
と
な
る
七

五
歳
以
上
高
齢
者
の
個
別
事
情

を
踏
ま
え
、
選
択
性
を
導
入
す

べ
き
と
の
方
針
を
示
し
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
対
し
て
共

産
党
な
ど
で
は
、「
保
険
料
の
徴

収
方
法
で
は
な
く
、（
七
五
歳
以

上
の
高
齢
者
を
従
来
の
保
険
の

枠
組
か
ら
追
い
出
す
）
制
度
そ

の
も
の
が
問
題
」
と
の
立
場
を

取
っ
て
お
り
、「
あ
く
ま
で
撤
廃

を
求
め
て
、
国
に
働
き
か
け
る

べ
き
」
と
の
主
張
を
崩
し
て
い

な
い
。

な
お
、
今
定
例
会
で
唯
一
の

条
例
制
定
案
と
な
っ
た
「
子
ど

も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
条
例
」

案
は
、
三
月
の
第
一
回
定
例
会

に
お
け
る
区
長
所
信
演
説
の
中

で
も
示
さ
れ
て
い
た
も
の
。
同

セ
ン
タ
ー
は
、
乳
幼
児
や
小
学

生
の
行
動
や
心
身
の
発
達
に
関

わ
る
相
談
や
、
保
護
者
の
支
援

を
行
な
う
こ
と
を
目
指
し
た
施

設
で
、
本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、

計
画
が
確
定
す
る
運
び
だ
。

す
で
に
、
神
宮
前
三
丁
目
に

あ
る
渋
谷
学
童
館
を
改
修
し
て

こ
れ
に
充
て
る
こ
と
は
決
ま
っ

て
お
り
、今
月
中
に
着
工
、平
成

二
一
年
三
月
に
は
開
設
の
予
定
。

第
二
回
定
例
会
の
会
期
は
一

二
日
間
。一
七
日
の
本
会
議
を

以
っ
て
閉
会
と
な
る
。

昭
和
五
〇
年
、
運
輸
省
へ
の

路
線
免
許
申
請
か
ら
お
よ
そ
三

三
年
。東
京
地
下
鉄
㈱（
梅
崎
壽

社
長
、
通
称
東
京
メ
ト
ロ
）
の

念
願
だ
っ
た
地
下
鉄
十
三
号
線

（
副
都
心
線
）
が
開
通
し
た
。池

袋
か
ら
渋
谷
ま
で
急
行
・
通
勤

急
行
で
わ
ず
か
十
一
分
。こ
の

区
間
で
最
速
の
地
下
鉄
が
誕
生

し
た
わ
け
だ
。た
だ
、
こ
う
し
た

お
め
で
た
い
話
の
裏
で
「
急
行

の
停
車
駅
」
を
巡
り
会
社
側
と

原
宿
の
地
域
住
民
・
渋
谷
区
の

間
で
対
立
の
図
式
が
発
生
し
て

い
る
。い
っ
た
い
な
に
が
原
因

で
過
去
二
十
六
回
に
及
ん
だ
。

き
っ
か
け
は
、
開
業
ま
で
三

ヶ
月
を
き
っ
た
三
月
二
七
日
の

連
絡
会
の
席
上
。メ
ト
ロ
の
責

任
者
が
突
然
、「
ご
存
知
だ
と
思

う
が
、
副
都
心
線
に
は
急
行
が

あ
り
、
明
治
神
宮
駅
前
は
停
ま

ら
な
い
」
と
発
言
。何
も
知
ら
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
役
員
た
ち
は
、

寝
耳
に
水
の
話
で
あ
然
と
な
っ

た
と
い
う
。

住
民
・
商
店
会
側
の
主
張
は

ふ
た
つ
。

①
二
六
回
に
及
ぶ
会
議
に
参

加
。商
店
街
・
住
民
の
多
い
こ

の
地
区
で
地
元
対
策
を
精
力
的

に
実
施
し
て
き
た
。こ
う
し
た

功
績
を
認
め
る
な
ら
ば
、
少
な

く
と
も
早
い
段
階
で
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
す
べ
き
。開
通
直
前
に
話

す
な
ど
地
元
と
の「
信
義
」に
反

す
る
の
で
は
な
い
か
②
メ
ト
ロ

側
は
採
算
ベ
ー
ス
を
主
張
す
る

が
、
一
日
乗
降
者
数
三
十
万
人

の
人
出
で
賑
う
原
宿
・
表
参
道

エ
リ
ア
。
今
後
の
さ
ら
な
る
人

手
も
見
込
め
る
こ
と
か
ら
十
分

採
算
に
の
る
は
ず
だ
。

こ
う
し
た
な
か
、
地
元
の
商

店
街
振
興
組
合
「
原
宿
表
参
道

欅
会
」（
松
井
誠
一
理
事
長
）
ほ

か
、
八
つ
の
商
店
街
。さ
ら
に
神

宮
前
地
区
町
会
連
合
会
（
半
田

庄
司
会
長
）
ほ
か
、
八
町
内
会
。

原
宿
神
宮
前
街
づ
く
り
協
議
会

（
佐
藤
銀
重
代
表
幹
事
）
が
連

判
で
「
副
都
心
線
急
行
の
明
治

神
宮
前
駅
停
車
」
に
関
す
る
要

望
書
を
提
出
す
る
。内
容
は「
原

宿
地
域
は
、
こ
の
地
域
に
住
む

人
、
お
勤
め
に
な
る
方
に
加
え
、

全
国
、
世
界
か
ら
人
々
が
訪
れ

る
街
。こ
う
し
た
な
か
、
利
便
性

を
考
え
る
な
ら
ば
急
行
を
停
車

す
べ
き
。ま
た
急
行
停
車
は
乗

降
客
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る
最

大
の
機
会
。利
用
者
数
増
加
の

た
め
に
も
急
行
の
停
車
を
至
急
、

考
慮
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
し

て
い
る
。

さ
ら
に
平
成
二
年
に
結
成
さ

れ
た
渋
谷
区
地
下
鉄
十
三
号
線

（
副
都
心
線
）
促
進
協
議
会
（
名

誉
会
長
・
桑
原
敏
武
渋
谷
区
長
・

会
長
・
小
倉
基
・
元
区
長
）も

「
明
治
神
宮
前
駅
は
千
代
田
線

な
ら
び
に
Ｊ
Ｒ
と
の
連
結
交
差

拠
点
で
も
あ
り
、
利
便
性
か
ら

も
急
行
停
車
駅
と
し
て
位
置
づ

け
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の

で
す
」と
し
て
い
る
。

明
治
神
宮
前
駅
の
急
行
停
車

に
つ
い
て
は
、
い
わ
ば
地
元
の

す
べ
て
の
商
店
街
、町
内
会
、渋

谷
区
が
一
致
団
結
。
停
車
を
求

め
今
後
、
強
く
要
望
し
て
い
く

格
好
だ
。

副
都
心
線
は
、
平
日
で
急
行

が
約
一
五
分
ご
と
、
各
駅
が
七
、

八
分
に
一
本
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ

ュ
時
に
は
通
勤
急
行
が
走
り
、

三
、
四
分
お
き
の
運
行
と
な
る
。

東
京
メ
ト
ロ
と
し
て
は
、
同
じ

な
の
か
。
地
域
住
民
の
声
と
と

も
に
、
東
京
メ
ト
ロ
に
も
話
を

聞
き
、「
軋
轢
の
火
種
」を
探
っ

て
み
た
。

地
下
鉄
十
三
号
線
明
治
神
宮

前
駅
三
者
連
絡
会
。同
会
は
、メ

ト
ロ
、工
事
業
者
、原
宿
の
町
会
、

商
店
街
代
表
ら
が
出
席
。平
成

十
三
年
の
工
事
着
工
以
来
、
工

事
の
進
捗
状
況
を
メ
ト
ロ
側
か

ら
聞
く
と
と
も
に
、
騒
音
問
題

な
ど
を
地
域
住
民
に
説
明
。住

民
対
策
を
担
い
、
地
下
鉄
開
通

に
向
け
全
面
協
力
し
て
き
た
。

会
議
は
二
、
三
ヶ
月
の
ペ
ー
ス

副都心線開通にあたり新設された明治神宮前駅の出入口

池
袋
、新
宿
、渋
谷
を
走
る
Ｊ
Ｒ

埼
京
線
が
お
よ
そ
十
一
分
で
走

る
こ
と
か
ら
ス
ピ
ー
ド
競
争
で

も
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

の
も
事
実
。た
だ
顧
客
ニ
ー
ズ

を
考
慮
す
れ
ば
、
逆
に
明
治
神

宮
前
駅
に
急
行
を
停
め
る
こ
と

で
優
位
性
が
う
ま
れ
る
の
も
確

か
。
都
営
新
宿
線
な
ど
で
一
部

急
行
の
地
下
鉄
が
あ
る
も
の
の

東
京
メ
ト
ロ
で
、
地
下
鉄
と
し

て
急
行
を
走
ら
せ
る
の
は
初
め

て
の
こ
と
だ
。

ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
は
、
国
交

省
と
の
許
認
可
が
必
要
と
な

り
、
時
間
と
労
力
が
い
る
仕
事

と
な
る
が
、
地
元
側
は
急
行
の

停
車
を
求
め
今
後
も
強
く
働
き

か
け
て
い
く
考
え
だ
。

　

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
、
現

在
の
社
殿
が
復
興
さ
れ
て
五
十

年
。明
治
神
宮
御
社
殿
復
興
五

〇
年
記
念
奉
祝
事
業
実
行
委
員

会
は
こ
れ
を
記
念
し
十
月
二
十

六
日
か
ら
十
一
月
十
六
日
ま
で

の
間
、明
治
神
宮
境
内
、原
宿
表

参
道
を
舞
台
に
数
万
個
の
ラ
イ

ト
で
彩
る「
ア
カ
リ
ウ
ム
」を
実

施
。約
一
ヶ
月
間
、
代
々
木
の
杜

を「
ア
カ
リ
」の
杜
に
す
る
計
画

だ
。明

治
神
宮
の
主
要
建
物
は
、

昭
和
二
十
四
年
四
月
十
四
日
の

東
京
大
空
襲
で
焼
夷
弾
の
直
撃

を
う
け
消
失
。昭
和
三
十
三
年

十
一
月
、
国
内
外
か
ら
浄
財
が

寄
せ
ら
れ
現
在
の
社
殿
が
復
興

さ
れ
た
。

「
ア
カ
リ
ウ
ム
」
で
は
原
宿
口

広
場
で
奉
祝
提
灯
が
飾
ら
れ
る

ほ
か
、境
内
で
は
奉
納
公
演
、明

治
神
宮
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど

壮
大
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。

実
行
委
員
会
は
、
明
治
神
宮

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
協
賛

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
協
賛
金

は
一
口
三
万
円
。
申
し
込
み
期

限
は
、今
月
三
十
日
ま
で
。

協
賛
の
特
典
と
し
て
、
期
間

中
提
灯
に
企
業
名
な
ど
の
灯
名

を
い
れ
て
も
ら
え
る
ほ
か
、
夜

間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
内
覧
会
招

待
、
限
定
記
念
品
な
ど
が
贈
呈

さ
れ
る
予
定
。

「
明
治
神
宮
は
、原
宿
表
参
道

の
み
な
ら
ず
日
本
の
宝
。こ
の

記
念
す
べ
き
事
業
に
賛
同
い
た

だ
き
、
ご
協
賛
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
」
と
実
行
委
員
会
。問

い
合
わ
せ
は
事
務
局（
電
〇
三-

五
七
六
六-

五
二
一
〇
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
〇
三-

三
四
〇
六-

七
二
二
〇

番
）ま
で
。

神
宮
前
に
も
急
行
停
車
を
！

住
民
や

商
店
会

要
望
書
の
提
出
へ
東京メトロ

渋
谷

－

新
宿

－

池
袋
を
結
ぶ

東
京
メ
ト
ロ
「
副
都
心
線
」
来
月
開
通
へ

区
長
も
議
会
で
批
判
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反
す
る
も
の
だ
。

と
い
う
の
も
、
農
薬
を
使
わ

な
い
点
で
は
有
機
野
菜
と
同
じ

だ
が
、
こ
の「
自
然
野
菜
」の
場

合
、化
学
肥
料
、有
機
肥
料
の
別

を
問
わ
ず
、肥
料
そ
の
も
の
を
一

切
使
わ
な
い
と
い
う
の
だ
。「
有

機
野
菜
が
身
体
に
よ
い
」は
、
い

ま
や
広
く
世
間
に
共
有
さ
れ
る

一
種
の
常
識
だ
が
、
河
名
氏
は

そ
れ
を
は
っ
き
り
と
、「
幻
想
」

と
言
い
切
っ
て
し
ま
う
。

そ
も
そ
も
肥
料
と
は
、
植
物

が
成
長
す
る
た
め
に
必
要
な
、

窒
素
、
リ
ン
素
、
カ
リ
ウ
ム
の
三

つ
の
栄
養
素
を
一
定
量
含
ん
で

い
る
も
の
を
指
す
。そ
の
う
ち
、

特
に
植
物
の
成
長
促
進
剤
的
な

役
目
を
果
た
す
の
が
窒
素
で
あ

る
。「化

学
」で
あ
れ
、「
有
機
」で

あ
れ
、
植
物
の
成
長
を
早
め
る

た
め
、
こ
の
窒
素
を
農
地
に
添

加
す
る
と
い
う
点
で
は
、
二
つ

の
肥
料
は
基
本
的
に
違
い
が
な

い
。そ
し
て
河
名
氏
は
、
そ
の
窒

　

「
有
機
野
菜
＝

　
　

安
全
」
は
幻
想

ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー

が
宅
配
向
け
に
売
っ
て
い
る
野

菜
は
、
そ
の
す
べ
て
が「
自
然
野

菜
」。河
名
氏
が
三
〇
年
を
掛
け

て
研
究
を
重
ね
、
各
地
の
生
産

農
家
と
協
力
し
て
作
り
上
げ
て

き
た
も
の
だ
と
い
う
。「
自
然
野

菜
」
と
聞
く
と
条
件
反
射
的
に

「
無
農
薬
有
機
野
菜
」
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
く
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、

こ
の
二
つ
、
実
は
根
本
的
に
相

歩道が拡張される原宿駅前

表
参
道
、竹
下
通
り
を
中
心
に
、

週
末
に
は
約
三
〇
万
人
の
人
出

で
賑
わ
い
、
特
に
ラ
フ
ォ
ー
レ
の

交
差
点
周
辺
で
は
、
歩
道
が
狭
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
歩
行
者
が
ま
と

も
に
歩
け
な
い
状
態
。こ
う
し
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
渋
谷
区

で
は
、
歩
行
者
用
ス
ペ
ー
ス
の
拡

大
に
着
手
。ま
ず
は
そ
の
第
一
弾

と
し
て
七
月
下
旬
か
ら
原
宿
駅

前
道
路
の
歩
道
拡
張
工
事
に
乗

り
出
す
計
画
だ
。

着
工
さ
れ
る
の
は
、
原
宿
駅
表

参
道
口（
神
宮
橋
交
差
点
）か
ら
、

原
宿
外
苑
中
学
校
ま
で
の
総
延

私達は何を食べているのか②

自然農法に取り組む生産農家の高橋さん

　

６
月
21
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

渋
谷
区
民
合
唱
祭
（
東
京
都
児
童
会

館
）
国
際
文
化
交
流
課
文
化
振
興

係
　

６
月
22
日
（
日
）
14
時
〜
16
時

日
曜
午
後
の
コ
ン
サ
ー
ト（
松
濤
美

術
館
）松
濤
美
術
館　

　

６
月
22
日
（
日
）
14
時
〜
渋
谷

区
青
少
年
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト（
ケ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
美

竹
の
丘
）
長
谷
戸
社
会
教
育
館　

　

６
月
24
日
（
火
）
区
立
保
育
園

プ
ー
ル
開
き（
保
育
園
）こ
ど
も
青

少
年
対
策
課

　

６
月
25
日
（
水
）
16
時
〜
21
時

ホ
タ
ル
の
夕
べ
（
６
月
２
９
日
ま

で
）（
ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー
）

ふ
れ
あ
い
植
物
セ
ン
タ
ー

　

７
月
５
日
（
土
）
14
時
〜
渋
谷

混
声
合
唱
団
第
14
回
定
期
演
奏
会

（
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
）
国
際
文
化

交
流
課
文
化
振
興
係

問
い
合
わ
せ
は
渋
谷
区
企
画
部
広

報
課
広
報
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
‐
３
４
６
３
‐
１
２
８
７

長
約
四
〇
〇
ｍ
の
区
間
。こ
の

幅
約
三
・
五
ｍ
分
の
歩
道
部
分

（
樹
木
を
植
え
込
ん
だ
植
栽
帯

部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際

に
歩
行
者
が
歩
け
る
ス
ペ
ー
ス

は
、
幅
に
し
て
二
・
五
ｍ
程
度
）

を
、Ｊ
Ｒ
側
四
・
五
ｍ
、
商
店
街

側
六
・
五
ｍ
に
ま
で
広
げ
る
計

画
だ
。

歩
道
幅
拡
大
に
当
た
っ
て

は
、
現
状
二
〇
ｍ
の
道
路
幅
そ

の
も
の
を
広
げ
る
こ
と
は
不
可

能
な
こ
と
か
ら
、
車
道
を
狭
め

る
こ
と
で
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。

こ
れ
に
よ
り
現
在
四
車
線
あ
る

車
道
は
二
車
線
と
な
り
、
約
一

三
ｍ
あ
る
車
道
の
幅
も
、九
ｍ
へ

と
縮
小
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
無

か
っ
た
道
路
機
能
を
拡
充
。商

店
へ
の
荷
物
運
搬
を
補
助
す
る

荷
捌
き
用
ス
ペ
ー
ス
を
四
台
分

新
設
す
る
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
が

客
待
ち
を
行
な
う
タ
ク
シ
ー
ベ

イ
を
四
台
分
、
さ
ら
に
バ
ス
停

と
駐
車
マ
ス
一
六
台
分
を
新
設

し
、
商
用
利
用
の
多
い「
駅
前
」

と
い
う
立
地
に
即
し
た
機
能
を

高
め
る
。

歩
道
の
混
雑
緩
和
が
期
待
さ

れ
る
一
方
で
、気
に
な
る
の
は
車

道
の
渋
滞
だ
が
、
渋
谷
区
土
木

課
で
は
、
区
道
の
車
両
交
通
量

を
調
査
し
、「
決
し
て
少
な
く
は

な
い
利
用
状
況
だ
が
、
四
車
線

を
二
車
線
に
し
て
も
、
渋
滞
が

生
じ
る
ほ
ど
で
は
な
い
」
と
結

論
。加
え
て
、
現
在
行
な
わ
れ
て

い
る
平
成
二
一
年
中
と
見
込
ま

れ
る
明
治
通
り
の
拡
幅
工
事
完

了
後
に
は
、
車
両
の
通
行
は
必

然
的
に
明
治
通
り
に
流
れ
る
と

の
判
断
も
あ
り
、
今
回
の
決
定

に
踏
み
切
っ
た
も
の
。

原
宿
で
は
、
今
月
一
四
日
に

は
副
都
心
線
が
開
通
し
「
明
治

神
宮
前
」
駅
へ
の
乗
り
入
れ
が

始
ま
っ
た
ほ
か
、新
駅「
北
参
道

駅
」も
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
。さ

ら
に
今
年
八
月
に
は
、「
神
宮
前

一
丁
目
民
活
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
建
設
中
の
大
型
マ

ン
シ
ョ
ン
「
パ
ー
ク
コ
ー
ト
神

宮
前
」の
分
譲
も
始
ま
る
。こ
れ

に
よ
り
来
街
者
は
も
ち
ろ
ん
、

居
住
人
口
の
増
加
も
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
歩
行
者
の
歩
き

や
す
さ
を
改
善
し
、
街
の
回
遊

性
を
高
め
る
こ
と
は
急
務
と
さ

れ
て
い
た
。

約
一
年
半
が
か
り
と
な
る
計

画
は
、
ま
ず
今
年
六
月
下
旬
に

入
札
に
よ
り
業
者
を
選
定
。七

月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
は
着

工
し
、
来
年
末
に
は
竣
工
の
予

定
。
総
工
費
は
今
の
と
こ
ろ
未

定
だ
が
、
外
苑
中
か
ら
原
宿
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ツ
付
近
ま
で
を
施

工
す
る
平
成
二
〇
年
度
分
の
工

費
と
し
て
、
約
一
億
三
五
〇
〇

万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

ラ
ン
ス
を
逸

脱
し
た
、
大

量
の
窒
素
を

添
加
し
た
場

合
は
異
な
る
。

作
物
の
中
で
、

「
硝
酸
性
窒

素
」
と
呼
ば

れ
る
発
ガ
ン

性
の
物
質
に

変
化
し
て
し

ま
う
の
だ
。

こ
れ
は
、
赤

ん
坊
で
あ
れ
ば
、
摂
り
す
ぎ
る

と
酸
欠
で
死
亡
す
る
こ
と
も
あ

る
こ
と
か
ら
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど

で
は
安
全
基
準
を
設
け
て
い
る

（
日
本
の
場
合
、
水
に
含
ま
れ
る

「
硝
酸
性
窒
素
」
の
安
全
基
準

は
あ
る
も
の
の
、
野
菜
に
関
し

て
は
未
だ
存
在
し
な
い
）
ほ
ど

の
も
の
だ
。

そ
し
て
こ
の
物
質
は
、
肉
や

魚
の
中
に
含
ま
れ
る
「
ア
ミ
ン

酸
」
と
い
う
物
質
と
化
合
す
る

と
、人
間
の
胃
の
中
で
、「
ニ
ト
ロ

素
の
投
下
量
と
、
継
続
さ
れ
る

年
数
こ
そ
を
問
題
に
す
る
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
売
ら
れ
る
ホ
ウ
レ
ン
草
や
大

根
。こ
れ
ら
と
有
機
野
菜
、
市
販

の
野
菜
を
目
で
見
比
べ
た
と
き
、

ま
ず
明
ら
か
に
異
な
る
の
は
葉

の
色
だ
。葉
が
、
ほ
か
の
二
者
に

比
べ
明
ら
か
に
淡
い
、
柔
ら
か

い
黄
緑
色
に
映
え
て
い
る
。こ

の
色
の
淡
さ
は
、
河
名
氏
に
よ

れ
ば
野
菜
が
取
り
込
ん
だ
窒
素

の
量
の
少
な
さ
に
よ
る
も
の
。

つ
ま
り
、
私
た
ち
が
普
段
食
べ

る
野
菜
の
濃
い
緑
は
、
野
菜
の

葉
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
野
菜

が
地
中
か
ら
吸
い
上
げ
た
肥
料

成
分
、
す
な
わ
ち
窒
素
の
色
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　

発
ガ
ン
物
質

　

「
硝
酸
性
窒
素
」

地
中
の
窒
素
は
、
少
量
な
ら

ば
植
物
の
成
長
を
助
け
る
有
益

な
物
質
。だ
が
そ
れ
も
、
本
来
そ

の
土
地
に
存
在
す
る
は
ず
の
バ

シリ
ーズ
「食
」

第二
回

農薬はもちろんのこと肥料すら使わない

ソ
ア
ミ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
さ
ら

に
強
力
な
発
ガ
ン
性
物
質
を
作

り
出
す
。

日
本
中
の
多
く
の
家
庭
で
言

わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
、「
肉
を

食
べ
た
ら
、
そ
の
分
野
菜
も
た

く
さ
ん
食
べ
な
さ
い
」
と
い
っ

た
会
話
。だ
が
、
こ
の
「
肉
と
野

菜
」こ
そ
、ま
か
り
間
違
え
ば
最

悪
の
食
べ
合
わ
せ
に
な
り
か
ね

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

（
第
三
回
に
つ
づ
く
）

（
古
川
琢
也
）

二
一
日（
土
）二
〇
時
〜
二
二

時
、
表
参
道
ヒ
ル
ズ
外
壁
の
ほ

か
、
周
辺
カ
フ
ェ
が
消
灯
に
協

力
。通
常
よ
り
暗
い
表
参
道
を
、

合
計
約
三
千
個
の
ロ
ウ
ソ
ク
に

よ
り
照
ら
す
。イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
神
小
児
童
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
な
ど
。荒
天
の
場
合
翌

日
に
延
期
。

【
渋
谷
区
行
事
日
程
】

来
街
者
と
居
住
人
口
増
加
に
対
応

原
宿
駅
前

歩
道
拡
張･

車
道
縮
小
へ

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
＠
表
参
道


